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１ 調査の概要 

 

区  分 内  容 

目  的 

新たな敬老パス制度の構築に向けて、限られた財源の中、使い勝

手がよく、かつ持続可能な制度とするための検討の基礎資料として、

高齢者の交通行動の実態について調査をするもの 

概  要 

（１）アンケート調査 

ア 対象者 

６５歳以上の市民３，０００名を無作為抽出 

うち回答者２，０８３名（回収率６９．４％） 

イ 調査方法 

郵送によるアンケート調査 

ウ 調査期間 

平成２８年７月２７日～平成２８年８月１９日 

 

（２）訪問聞き取り調査 

ア 対象者 

アンケート調査回答者のうち、訪問聞き取り調査にご協力 

いただけるとご回答いただいた方から２００名を抽出 

イ 調査方法 

調査員の訪問による聞き取り調査 

ウ 調査期間 

平成２８年１０月１１日～平成２８年１１月１８日 



 

 

２ 主な内容と結果 

（１）アンケート調査 

ア 回答者の属性 

区  分 内  容 

性  別 「男性」４５．２％ 「女性」５４．２％ 「不明」０．６％ 

年  齢 

「65～69歳」２９．６％ 「70～74歳」２５．２％  

「75～79歳」２０．３％ 「80～84歳」１５．２％  

「85歳以上」 ９．７％   

仕事の有無 
「している」２４．４％ 「していない」７３．４％ 

「不明」   ２．２％ 

車 の 有 無 

（複数回答） 

「自分で使える車がある」３６．３％ 

「家族が使う車がある」 ３５．９％ 

「持っていない」    ３０．６％ 

敬老パスの 

利 用 状 況 

「利用している」    ６５．４％ 

「以前は利用していたが、現在は利用していない」１０．６％ 

「利用したことがない」 １８．２％ 

「不明」         ５．８％ 

 

イ 主な結果 

（算出方法及び単位） 

調査項目 算出方法及び単位 

（ア）外出の状況 

（イ）公共交通の利用状況 

（オ）敬老パスの交付を受けて 

いない理由 

アンケート調査の回答から算出 

「％」・・・・・・・・・・・回答者数（ｎ）に占める割合 

（ウ）外出の目的 

（エ）移動手段 

アンケート調査のうち、「先週１週間のうち、バスや地下 

鉄、電車などを利用した１日の行動」についての問い  

に対する回答から算出 

「回／人」・・・・・・・回答者全体の１日ののべ行動回数を 

回答者数（ｎ）で除したもの 

「回／(人・年)」・・・「回／人」に行動の頻度を乗じて年間 

の回数を算出したもの 



 

 

（ア）外出の状況 

 

【ふだんの外出回数】 

・約８割の人が週に１日以上外出している。 

 

n=2,083 

 

 

 

 

【ふだんの外出回数（年齢区分別）】 

・70歳代までは約８割の人が週に１日以上外出しており、80歳以上になると 

 外出回数は徐々に減少する。 
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（イ）公共交通の利用状況 

 

【公共交通（バスや地下鉄、電車など）の利用回数（年齢区分別）】 

・週に１日以上公共交通を利用する人の割合は、80歳代前半までは４割から５割程 

度だが、85歳以上では減少する。 

 

 

【公共交通（バスや地下鉄、電車など）の利用回数（敬老パスの利用の有無別）】 

・週に１日以上公共交通を利用する人の割合は、敬老パス利用者では約６割であるの 

に対し、敬老パス未利用者では１割に満たない。 
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 （ウ）外出の目的 

 

【外出の目的】（複数回答） 

・「買物・食事」が最も多く、次いで「通院」が多い。 

 

【外出の目的（年齢区分別）】（複数回答） 

・年齢が高くなるにつれて「買物・食事」が減少するとともに「通院」が増加し、 

85歳以上では「通院」が最も多くなる。 
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【外出の目的（敬老パスの利用の有無別）】（複数回答） 

・敬老パス利用者は、敬老パス未利用者と比べて、「買物・食事」は約１．５倍であ 

る。 

                                 (回/人) 

 

 

 

 

 

買物・食事

通院

仕事・通勤

友人等に会いに行く

習い事、ボランティア活動など

散歩など

その他

買物・食事

通院

仕事・通勤

友人等に会いに行く

習い事、ボランティア活動など

散歩など

その他

利用して
いる

(n=1363)

利用して
いない
(n=600)

0.46 

0.20 

0.09 

0.09 

0.11 

0.04 

0.14 

0.29 

0.23 

0.15 

0.05 

0.03 

0.05 

0.10 

0.00 0.20 0.40 0.60 



 

 

（エ）移動手段 

 

【外出時の移動手段】 

・「地下鉄」と「市バス」の利用回数が最も多く、その他の移動手段と大きな差が 

ある。 

n=2,083  (回/人) 

 

 

【外出時の移動手段（外出頻度を乗じた年間計）】 

・「地下鉄」、「市バス」に次いで、「車・バイク」の利用回数が多い。 

  n=2,083   (回/(人・年)) 
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【外出時の移動手段（年齢区分別）】 

・すべての年齢区分で、「地下鉄」と「市バス」の利用回数が最も多い。 

・「地下鉄」や「車・バイク」の利用回数は年代が高くなるにつれて減少するが、 

「市バス」の利用回数は 80歳代前半までは大きな変化がない。 

(回/人) 
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【外出時の移動手段（敬老パスの利用の有無別）】 

・敬老パス利用者は「地下鉄」と「市バス」を多く利用する一方で、敬老パス未利 

用者は「車・バイク」の利用が中心となっている。 

 

(回/人) 
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【敬老パスの対象交通機関利用回数（居住区別）】 

・敬老パスの対象交通機関の利用回数は市の東部で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【敬老パスの対象外交通機関（名鉄電車、名鉄バス、近鉄、ＪＲ）利用回数（居住区別）】 

・名鉄電車、名鉄バス、近鉄、ＪＲの利用回数はそれぞれの沿線地域で多くなっている。 
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（オ）敬老パスの交付を受けていない理由 

【交付を受けていない理由】（複数回答） 

・「車で移動するから」と回答した人の割合が最も高く、５割を超えており、次いで 

「あまり遠くへ出かけないから」、「他の移動手段を使っているから」の順である。 

 

【交付を受けていない理由「他の移動手段を使っているから」の内訳】（複数回答） 

・「自転車」や「タクシー」と回答した人の割合が高く、「名鉄電車」や「ＪＲ」等を 

大きく上回っている。 

 

【交付を受けていない理由「市バスや地下鉄は不便だから」の内訳】（複数回答） 
・「乗り継ぎが面倒」と回答した人の割合が最も高いが、他の回答と大きな差はない。 
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【交付を受けていない理由（年齢区分別）】（複数回答） 

・80歳代前半までは「車で移動するから」と回答した人の割合が最も高い。 

・年齢が高くなるほど「あまり遠くへ出かけないから」や「身体面や健康面で不安が 

 あるから」と回答した人の割合が高くなり、85歳以上では「身体面や健康面で不安 

があるから」の割合が最も高い。 
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ウ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（外出の状況） 

・全体では、約８割の人が週に１日以上外出している。年齢区分別では、70歳代

までは約８割の人が週に１日以上外出しており、80歳以上になると外出回数は

徐々に減少する。 

（公共交通の利用状況） 

・80歳代前半までは、４割以上の人が週に１日以上公共交通を利用している。ま

た、敬老パス利用者では約６割の人が週に１日以上公共交通を利用しているの

に対し、敬老パス未利用者では１割に満たない。 

（外出の目的） 

・全体では、「買物・食事」が最も多く、次いで「通院」が多い。また、敬老パス

利用者は、敬老パス未利用者と比べて、「買物・食事」の回答が約１．５倍であ

る。 

（移動手段） 

・すべての年齢区分で、「地下鉄」と「市バス」の利用回数が最も多い。また、敬

老パス利用者は「地下鉄」と「市バス」を多く利用する一方で、敬老パス未利用

者は「車・バイク」の利用が中心となっている。 

・敬老パスの対象交通機関の利用回数は市の東部で多く、対象外交通機関（名鉄電

車、名鉄バス、近鉄、ＪＲ）の利用回数はそれぞれの沿線地域で多くなってい

る。 

（敬老パスの交付を受けていない理由） 

・「車で移動するから」と回答した人の割合が最も高く、５割を超えており、次い

で「あまり遠くへ出かけないから」、「他の移動手段を使っているから」の順であ

る。 

・「他の移動手段を使っているから」と回答した人の内訳は、「自転車」や「タクシ

ー」の割合が高く、「名鉄電車」や「ＪＲ」等を大きく上回っている。 

 
 



 

 

（２）訪問聞き取り調査 

 

ア 対象者の抽出 

調査にご協力いただけるとご回答いただいた方のうち、敬老パスの対象交通機関を 

拡大した場合に行動が変化する可能性が高いと考えられる方を中心に、２００名を抽 

出した。 

 

（対象者抽出の考え方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対象者の区別内訳 
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・外出時の移動経路（運賃や時間）が最少・最短となっていない方 

・敬老パスの対象外交通機関の駅・停留所付近にお住まいの方  

・敬老パスの交付を受けていない理由について、「他の移動手段（車または 

タクシー）を使っているから」と答えた方 



 

 

ウ 主な結果 

（ア）敬老パスの対象外交通機関の利用状況 

（対象は敬老パスの対象外交通機関の駅・停留所付近にお住まいの方） 

 

（イ）敬老パスの対象外交通機関を利用しない理由（複数回答） 

（対象は（ア）で「利用することはない」と回答した方） 

 

（ウ）外出時の移動にかかる運賃を考慮しない場合の外出状況の変化 

（料金を考えないとした場合、バスや地下鉄、電車などを利用した行動はどう変わるか） 

 

（エ）変化の内容 

（対象は（ウ）で「変化する」と回答した方） 

  

n=115 (人) 

n=60 (人) 

n=200 (人) 

n=10 (人) 



 

 

（３）対象交通機関を拡大した場合の事業費の算出にかかる係数 

 

ア 算出方法 

 

（ア）アンケート調査の質問項目のうち、外出時の移動手段、駅、頻度に関する回答 

内容、及び訪問聞き取り調査の聞き取り内容をもとに、アンケート回答者にかか 

る次の年間運賃総額を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）①と②の比率により係数を算出 

 

対象交通機関を拡大した場合の事業費の算出にかかる係数 ＝ 

 

 

イ 係数 

０．９５ ～ １．１７ ※標本誤差を反映 

 

 

 

① 現行制度における対象交通機関の年間運賃総額 

② 対象交通機関を拡大した場合に必要となる年間運賃総額 

② 

① 



 

 

（アンケート回答者の年間運賃総額のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 対象交通機関の拡大は名鉄電車、名鉄バス、近鉄、ＪＲと仮定 

※２ 対象交通機関を拡大した場合の外出状況の変化の反映 

（２）訪問聞き取り調査結果のうち、ウ（ウ）「外出時の移動にかかる運賃を考慮 

しない場合の外出状況の変化」及び（エ）「変化の内容」を反映 

② 対象交通機関を拡大した場合に必要となる年間運賃総額 (※１) 

① 現行制度における対象交通機関の年間運賃総額 

 

(※２) 


